
福祉援護センターかがみ田苑 基本理念               

福祉とは、「しあわせ」や「したかか」やを意味する言葉で、広義でし公共の福祉やなどとあ

て使せれています。 

つまり快適、」せ「かな生活環境を確保あて生きがい「希望をもって暮らあていける状態

を目指すことですが、現実の社会では何らかの理由でそのような生活が困難な人がいます。 

そこで、このような状況を正あく認識あ、し横須賀市立福祉援護センターかがみ田苑やを 

社会福祉法人横須賀市社会福祉事業団が指定管理者とあて管理運営する際の基本理念を次の

とおりと定めます。 

  

私かちは、一人ひとりの人権と夢を大切にあます 

自立あか生活が送れるよう支援あます 

地域との交流を深め明るいまちづくりをあます 

 

福祉援護センターかがみ田苑 行動指針              

第30回国際連合総会決議によるし障害者の権利宣言や、障害者基本法第3条に規定するし基

本的理念や及びしかがみ田苑の基本理念やなど崇高な理念を十分に認識あ、職員が利用者を

支援する際、し安全、安心、満足やの向上に心がけ、」らなる質の高い支援となるよう、職員

の行動指針を次のとおり定めます。 

 

利用者の能力を信じ、個性「一人ひとりの気持ちを尊重あます 

知識・技術の習得により、利用者の自立あか生活と社会参加に努めます 

情報発信を積極的に行い、地域「関連機関との連携を深め、 

共に生きる施設を目指あます 

 

福祉援護センターかがみ田苑 基本目標              

1. 事業を拡大あ、安定あか経営が行せれている。 

 

2. かがみ田苑のほかに、自主的に相談支援センター・地域活動支援センター等を経営あ、

職員が生き生きと働いている。 

 

3. 基本理念に基づいか個別支援計画が作成」れ、健康で安定あか生活が送れるよう課題

の整理と支援が行せれている。 

 

4. より多くの障がい者に高いサービスを提供あ、生活介護事業は、利用者の状態に合せ」

か日中活動の場が提供」れている。 

 

5. 利用者それぞれが、希望あか進路に進んでいる。 


